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変形の素過程と考える結晶塑性理論を用いて検討を加えた結果をまとめたもので，つぎの 6 章から構成されている o





第 3 章では， fcc 及び bcc 単結晶体の平面応力下における引張変形挙動を有限要素解析し，不均質変形の発達と異
方性発現の様相に検討を加えた結果について述べている o bcc 単結晶での解析結果は， Goss 方位へ極度に方位集積
したケイ素鋼板を用いて行なった実験結果と極めて良い一致を示し，それにより計算結果の妥当性を確認している。



























(3) アルミニウム材の冷間圧延過程における集合組織の発達を， Taylor モデルに基づいた結晶塑性解析により予測
し，実験結果と近い解を得ると共に，繊維集合組織形成が {111} (011) すべり変形に伴う格子回転により生じる
ことを明らかにしている o また初期方位分布の違いが方位集積に与える影響を明らかにすると共に，潜在硬化特性
は集積の分布形に大きな影響を与えないことを示唆する解析結果を得ているo 加えて集合組織の発達に伴う塑性特
性変化を予測するための計算手法を示し，塑性異方性硬化の様相に定量的分析を加えているo
以上のように本論文は金属結晶の弾塑性挙動，異方性の発現を微視的変形メカニズムから明らかにすると共に数理
的手法による予測の可能性を示しており，塑性力学，材料組織学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認めるo
??
